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【6月は「外国人就労制度」です】 

 外国人就労で新制度が始まります。 

 また「職種拡大」とはなんでしょうか？ 

 

★新制度とは？ 

→３年が５年になります。 

１）一定の要件を満たすと５年間就労が可能になり 

ました。 

・しかしこの５年がやっかいで、通常４年目を過ぎ 

ると、日本の生活にも十分慣れてきます。 

・そうすると「結婚」する人も出てきます。 

２）実習中に日本人と結婚した場合は、配偶者ビザ 

を取得できます。 

・その場合、就労制限がなくなります。 

・転職も可能です。 

・また、就労の賃金では生活出来ない場合が出て 

きます。 

 

★どんな拡大のイメージですか？ 

→こんなイメージです。 

 

 

★「職種拡大」とは？ 

→「インバウンド」「飲食」「介護」等です 

 

 

★「送出機関」「管理団体」とは？ 

→実習生を受け入れる場合は、送出機関と管理団

体を経由して受け入れることになります。 

これを「労働者供給」と言います。 

 

 

ご不明な点は弊社まで 

（弊社では「協同組合」を併設しています） 
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【編集後記】 

ミャンマーを訪問３ バガンへ行きました！ 

 

「バガン」をご存じですか？ 

バガンは、ミャンマー・マンダレー地方域にある

地名で、旧名はパガン。 

①カンボジアの「アンコール・ワット」 

②インドネシアの「ボロブドゥール」 

とともに、世界三大仏教遺跡のひとつと称され、

「イラワジ川」（中学校の教科書に出てきました

ね！懐かしい！）中流域の東岸の平野部一帯に、大

小さまざまな仏教遺跡が林立しています。 

バガンとはミャンマー屈指の仏教聖地です。 

その一部の城壁に囲まれたオールドバガンは、考

古学保護区に指定され、点在するパゴダや寺院のほ

とんどは11世紀から13世紀に建てられたもので、大

きいものや小さいものがあります。 

 

仏塔の数は、3000を超えるといわれています。 

 

 ↑絶景でした！ 

 

ミャンマー政府は1997年にバガンをユネスコの世

界遺産に推薦したが失敗に終わりました。 

これは 

①国家平和発展評議会が近代的な建材を使用して

修復したため 

②復元に際して極力現地に残された原材料を用い

ることを推奨するの欠如 

③軍事政権がゴルフコースや近郊に高さ61mの展望

台を建てたため 

と言われています。 

 

 

 

↑最高の絶景サンセット！ 

 

これもまた、驚きの連続でした・・・ 

弊社では引き続き「ミャンマーの最新情報収集」

を行っていきます。 

 

次回は 

「クラクションを鳴らさない国、ミャンマーの交

通事情」 

をお届けします。 

大阪ホーチミン社労士事務所本店  

代表社労士 森啓治郎 
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